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重度身体障害者のためのパソコンマウス

エミュレーションソフトウェアの試作

古川万寿夫　高橋守和

An Emulation Software of Mouse Device for Personal Computer
to the Severely Disabled People

Masuo Furukawa and Morikazu Takahashi

Inform ationsystemssuchaspersonalcomputersmal(eitpossibleforseverelydisabled

people,especianythebedriddendisabledortheALSpatients,togetinform ationfrom
electricdocumentssuchasCD-ROM bookandWWW andtocommumicatewith anyone.

However,itisimpossibleforsuchpeopletoaccessgraphicaluserinterfaceofwindow

operatingsystemswithmouseandkeyboarddevice.
Wedevelopedan emulationsoftwareofmousedeviceforpersonal computertothe

disabledpeoplewhoamabletooperateaswitchwithanypartsofthebody.
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1.は じめ に

近年,/ト ソナルコンピュータ(パソコン)を用いた

情報の発信収集および処理が,技術者やビジネス利

用以外の一般個人の問において盛んになってきてい

る.現在ほとんどのパソコンのオペレーティングシ

ステム (OS)はマルチウインドウ型OSが主流であ

る.マルチウインドウ型OSの特長はマウスを用いた

視覚的な操作ができるところにある.マルチウイン

ドウ型OSに対応したワードプロセッサWWW ブラ

ウザなどの多種多様なアプリケーションソフトが開

発され利用されている.

ところで,身体障害者もパソコンを利用して情報

の発信や収集および処理を行い社会活動に参加して

いる.障害者になってしまう主な要因は病気や自動

車事故などの後天的なもの,退伝などによる先天的

なものがある.実際の障害の症状としては,辛,足

など体の一部が自由に動かせないなどの比較的軽度

のものから,半身不随や指一本しか動かないなどの

重度なものまで様々である.したがって,一人ひと

りの障害の状況によって,工学を利用した支援方法

を工夫することが重要である.このことについて研

究開発事例が報告されている1).

障害の程度により多少の違いはあるが特に移動や

会話がうまくできない身体障害者にとって,パソコ

ンを利用することにより次の利便が得られる.

(1)文章による意志表示が容易になる

ワードプロセッサを用いて一人で文章を作成するこ

とが可能になるため,文章による意志表示が容易に

なる.

(2)情報の入手容易が容易になる

インターネットやパソコン通信および CD-ROM の

利用により,情報の入手が容易になる.

(3)コミュニケーションが容易になる

パソコン通信などの利用により,通常は会うことが

できない人ともコミュニケーションをとることが可

能になる.

1990年に通産省より｢情報処理機器アクセシヒリ

ティ指針｣が出されている.身体障害者はパソコン

を利用するために,障害の状況に応じた補助具など

を使い工夫してキーボード操作およびマウス操作を

行っている.また,障害の状況が個人により異なる
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ためその工夫もケース ･バイ･ケースである.しか

し,険や指や腕など体の一部しか動かすことのでき

ない身体障害者の場合,補助具を工夫してもマウス

およびキーボードを介したパソコン操作が不可能に

近い.そこで,本研究では体の一部しか動かすこと

のできない重度の身体障害者でも,押しボタンスイ

ッチな どの何 らかのス イ ッチ一つのみ で

Windows95を操作できるソフトウェアの試作を行

った.

2.システムの仕様

2-1 対象者

本ソフトウェアの対象者は,体の一部を自分の意

志で動かすことができる方である.入力には,マウ

スのボタン1つもしくは押しボタンスイッチなどを

用いるため,たとえ指一本でも自分の意志で動かす

ことができる方ならWindows95を操作することが

可能になる.また,体の一部で押しボタンスイッチ

の代わりとなる機器を用いて1bitのON/OFF情報を

操作できる障害者ならば本ソフトウェアを利用でき

る.

2-2 ハ-ドウェアの構成

本ソフトウェアが動作するハードウェア構成は以

下の通りである.

●パソコン Windows95が動作する機種●OS Whdows95

●入力機器 マウスの左ボタン,または左ボタ

ン接点に配線された押しボタンスイッチ等

図 1に本ソフトウェアが動作するシステムのハー

ドウェア構成を示す.

2-3 開発環境

本ソフトウェアの開発は,以下の環境で行った.●パソコン PC-AT互換機

+ OS Windows95

+使用言語 Ⅵsual C++ Ver4.00

3.マウスエミュレーションソフ トウェア

3-1 ウインドウの構成

図2に本ソフトウェアのウインドウ構成を示す.

本ソフトウェアを実行すると,まず,図 3に示すマ

ウス入力ウインドウが開かれる.マウス入力ウイン

ドウから図4に示す日本語入力ウインドウおよび図

5に示す英数文字･記号入力ウインドウを開くことが

できる.また,日本語入力ウインドウおよび英数文

字 ･記号入力ウインドウは相互に切り替えができる.

図 1 ハードウェア構成

図2ウインドウの構成

図 3マウス入力ウインドウ
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各ウインドウのもつ機能の概略を次の(1)～β)に示

す.

(1)マウス入力ウインドウ

マウスカーソルの移動,左右のクリック,ダブルク

リック,ドラッグなどのマウス操作を行う.

¢)日本語入力ウインドウ

日本語文字の入力,漢字変換などを行う.

(3)英数文字 ･記号入力ウインドウ

英数文字や記号などの入力を行う.

各ウインドウの機能を次の3-2-3-4で詳しく述べる.

3-2マウス入力ウインドウ

図 3にマウス入力ウインドウを示す.本ウインド

ウを見ながら押しボタンスイッチを操作することで

マウスの操作が可能となる.

本ウインドウは,マウスカーソルの上下左右の移

動を行う4つの ｢マウスカーソル移動｣ボタン(図3

において黒塗りの三角形で表示),左右のクリック

操作を行う ｢左クリック｣｢右クリック｣ボタン,

ダブルクリックを行う ｢ダブルクリック｣ボタン,

左右のドラッグを行う ｢左ドラッグ｣｢右ドラッグ｣

ボタン,日本語入力ウインドウ-動作を移す ｢日本

語｣ボタンそして英数文字 ･記号入力ウインドウへ

動作を移す ｢英数文字｣ボタンより構成されている.

ボタンをBflんでいる太枠はそのボタンが選択可能

状態にあることを表し,マウス入力ウインドウ内の

各ボタンを一定時間ごとに巡回している.そして押

しボタンスイッチが押されたときに太枠で囲まれて

いるボタンの動作が起きる.次の(1)～¢)にこのウイ

ンドウの各ボタンの動作を詳しく説明する.

(1)マウスカーソル移動ボタン

マウスカーソルを移動させたい場合は,上左下およ

び右の希望する方向のマウスカーソル移動ボタンに

太枠が巡回してきたときに押しボタンスイッチを押

す.すると,マウスカーソルは指定した方向に移動

を始めもう一度入押しボタンスイッチが押されるま

でマウスカーソルの移動が続く.

(2)左クリックボタンおよび右クリックボタン

左右のクリック動作を行いたい場合は,左クリック

ボタンまたは右クリックボタンに太枠が巡回してき

たときに押しボタンスイッチを押す.すると,マウ

スカーソルの位置で左クリックまたは右クリックの

それぞれの処理が行われる.

(3)左ドラッグボタンおよび右ドラッグボタン

左右のドラッグの動作を行いたい場合,左ドラッグ

ボタンもしくは右ドラッグボタンに太枠がきたとき

に押しボタンスイッチを押す.すると,上下左右の

移動ボタンに太枠が移動する.ここでドラッグする

方向を決める.たとえば,右方向にドラッグしたい

場合には右ボタンに太枠がきたときに押しボタンス

イッチを押す.すると,右方向へのドラッグ動作が

行われる.ドラッグ操作を終了させたい場合は,ち

う一度押しボタンスイッチを押す.すると,ドラッ

グ動作が終了する.

¢)日本語ボタンおよび英数文字ボタン

日本語入力ウインドウまたは英数文字 ･記号入力ウ

インドウに動作を移したい場合,日本語ボタンまた

は英数文字ボタンのそれぞれのボタンに太枠がきた

ときに押しボタンスイッチを押す.すると,それぞ

れのウインドウに動作が移る.日本語入力ウインド

ウおよび英数文字 ･記号入力ウインドウを利用した

文字入力方法はそれぞれ3-3および3-4で述べる.

3-3 日本語入力ウインドウ

図 4に日本語入力ウインドウを示す.本ウインド

ウにより日本語文字の入力および漢字変換等が可能

になる.

日本語の入力の方法を文字 ｢き｣を入力する手順

を例に述べる.本ウインドウを起動すると文字表の

列選択状態になり,図4(a)のように文字表の縦一列

を囲んでいる太枠が,左端から右方向に自動的に巡

回していく.太枠が ｢か行｣にきたときに押しボタ

ンスイッチを押す.すると,図 4(b)のように太枠が

｢か行｣の一文字を囲み ｢か｣｢き｣｢く｣という

ように上から下方向へ自動的に一文字毎に巡回して

いく. ｢き｣の文字を太枠が囲んだときに押しボタ

ンスイッチを押すと, ｢き｣の文字が入力される.

一方,図 4¢)のように文字のみを囲んだ太枠が,

このまま一番下の文字まで移動していった場合,再

び文字表の縦一列が太枠に囲まれた列選択状態に戻

る.

｢マウス｣および ｢英数｣が太枠で囲まれたとき

に押しボタンスイッチを押すとそれぞれマウス入力

ウインドウおよび英数文字 ･記号入力ウインドウに

制御が移る.

3-4 英数文字 ･記号入力ウインドウ

図 5に英数文字 ･記号入力ウインドウを示す.本

ウインドウにより,英数文字,記号の入力が可能と

なる.本ウインドウを利用した英数文字および記号

の入力方法は,3-3で述べた日本語入力ウインドウの

同様であるのでここでは省略する.

4.評価および検討

試作したソフトウェアを健常者が使用してみた.
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その結果次の4点の改良が指摘されている.

(1) 動作が不安定

一部のアプリケーションソフトでは動作が不安定

になることがある.この原因は機能の性質上プログ

ラミングが OSの内部にまで関与しなければならな

いためWlndowsAPI関数を利用したところあると

考えている.さらに安定性を高めるプログラミング

が要求される.

(2)マウスカーソルを見失いやすい

マウス入力ウインドウでマウス操作をする場合,

マウスカーソルからマウス入力ウインドウへ視線を

離さなければならないためマウスカーソルを見失い

やすいという問題がある.これを解決するために,

マウスカーソルの隣に小型化したマウス入力ウイン

ドウを表示し,マウスの移動に追従してマウス入力

ウインドウを移動させることが考えられる.

(3)アプリケーション起動機能の追加

本ソフトウェアにアプリケーションソフトを登録

しておいて,本ソフトウェアのほかのウインドウと

同様の動作でアプリケーションソフトを起動する機

能を設けることで,障害者がWindowsをもっと利用

しやすいようになると考える.

(4)利用対象者の拡大

本研究では一つのスイッチのみをON/OFF操作で

きる身体障害者を対象とした.しかし,対象者を二

つのスイッチを操作することが可能な障害者にする

ならば,太枠を移動するための三つ目の押しボタン

スイッチを設ければより効率的な操作が可能になる.

5.まとめ

本研究ではマウスエミュレーションソフトウェア

を試作した.マウスの操作は行えるのだが一部のア

プリケーションソフトでは動作が不安定になること

がある.今後この改良をしていきたい.

本研究で開発したソフトウェアを用いることによ

り,体の一部しか動かすことのできない重度の身体

障害者でもWindows95の操作が可能になり,ワード
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(b)一文字選択状態

図 4 日本語入力ウインドウ

-■ 諾′1:イ 曙懸軍

･I..:.:::;::≡:Has-;-i-_=-_≡:-; 卓.鴻 .bl_ *,L;i::.::A.il=:i::=;汁..:-㍗.:i==:-._≡:妻.==Ii~-

iン

図5 英数文字 ･記号入力ウインドウ

プロセッサ利用やWWW閲覧などが可能になる.こ

のことによって,身体障害者にさらなる社会活動の

可能性が生まれてくる.とりわけ外出や会話および

筆記も困難でベッドに寝たきりの身体障害者にとっ

て本ソフトウェアは非常に意義深い.安定度をあげ

て機能を追加することにより更に使いやすいソフト

ウェアに改良していきたい.
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